
　国税庁が行っているコンクールである、税に関する高
校生の作文「みんなの力で」で「国税庁長官賞」を受賞。
全国で１２人選ばれ、北海道ではただ一人の受賞者に選ば
れました。
　人物としても明るく真面目で礼儀正しく、学級では委
員長として級友をまとめ、卓球部では主将を務めチーム
を牽引している等、その事績と奉仕の心は高く評価され
ております。
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　羽幌町焼尻島出身で７歳から津軽三味線を始め、月2回、札
幌市の師匠のところへ通い日々努力を重ねてきました。
　ジュニア時代には全国大会で入賞を果たし、平成２３年青森
市で開催の「津軽三味線日本一決定戦Ｃ級男性の部」におい
て優勝、翌年は「同決定戦Ｂ級男性の部」で準優勝、平成２５
年には「同決定戦Ａ級男性の部」で優勝を果たしました。こ
のほか、日中親善大使の一員としても活躍され、台湾や、アメ
リカニューヨーク市カーネギー・ホール等で演奏を行うなど、
日本の伝統音楽を継承している姿は高く評価されております。
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　平成２３年に北海道留萌リトルシニア球団に入団し、留
萌市や羽幌町において週４回の練習を精力的にこなし、
第１１回日台国際野球大会（中国台湾・阿里山盃）に留萌
管内では唯一、北海道選抜選手に選ばれ出場、攻守とも
に活躍されました。
　国際大会の選抜選手に選出される高い技術を持ってい
ることから、その事績は高く評価されております。
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　第６６回全道高等学校ラグビー北北海道大会兼第９３回全
国高等学校ラグビー選手権大会北海道予選会において、
代表決定戦である決勝戦に進出、接戦の末、準優勝とい
う結果で惜しくも花園行きを逃しましたが、この成績は
称賛に値するものであります。
　学校生活においてはボランティア活動等も積極的に
行っており、被表彰者にふさわしい団体であり、その事
績と奉仕の心は高く評価されております。

　フルコンタクト空手の各団体が一堂に集う「空手甲子
園」とも呼ばれる、第７回ＪＫＪＯ全日本ジュニア空手
道選手権大会北海道地区選抜予選大会小学２年生男子の
部で優勝の栄にかがやきました。
　格斗クラブスポーツ少年団では、一生懸命練習し、全
国大会へ出場するなど、優秀な成績を収められ、その事
績は高く評価されております。
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　第１０回西日本選抜学童軟式野球倉敷大会において北海
道選抜選手として選出され、試合では外野手として活躍
し、優勝に貢献されました。
　また、羽幌野球スポーツ少年団では主将を務め、リー
ダーシップを発揮しながらチームをまとめ、自らの実力
も遺憾なく発揮できる選手であり、少年団活動以外にお
いても、帰宅後に自主練習に励み、目標に向かって妥協
することなく努力を積み重ねることが出来る人物であり、
その事績は高く評価されております。
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　「羽幌町郷土芸能オロロン太鼓の会」を通じ、町の文化
振興に貢献されました。
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　野球競技の活動を通じ、町の体育振興に貢献されました。
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　第27回北海道身体障害者ゲートボール大会において、
準優勝の成績を収めました。
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　「茶道みどりの会」を通じ、町の文化振興に貢献されま
した。
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　野球競技の活動を通じ、町の体育振興に貢献されました。
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　高松宮杯全日本軟式野球大会北・北海道大会において、
準優勝の成績を収めました。

　平成１１年「蕎麦さろん東庵」を発足させ、会長として１３年間、
会員への指導はもとより、寺小屋塾、羽幌高校ＰＴＡ教養講座、
いちい大学等の指導活動にも自ら先頭に立ち、愛好者の普及
拡大に努め、また、毎年「しあわせ荘」へ慰問、町民芸術祭での
バザー出展等の活動にも永年携わっております。
　自らも「全麺協段位三段」「地方審査員」の資格を有し多くの
有段者を育成し、現在も月２回の例会では、初心者の指導に当
たり、蕎麦を通じて地域の文化発展に活躍されており、人柄も
温厚、実直であり、その功績は誠に大きいものであります。
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　3歳の頃から羽幌町武道館に通い、柔道を始め、小学3
年生から旭川市へ柔道留学、東海大四高へ進学しました。
　平成２５年度全国高校総体柔道女子７８㎏級において３位、
また、平成２５年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会
７８㎏ 級において3位という優秀な成績を収められ、全日
本強化指定選手として、将来を嘱望されており、町内に
お住まいのご両親の期待を背負い、2020年東京五輪を目
指し、日々練習に励むその姿は高く評価されております。
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　第１８回赤十字絵画コンクールの出展作品「繋がり」で
北海道でただ一人の賞である「日本赤十字社北海道支部
長賞」に選ばれました。
　人物としても明るく温厚な性格で、何事も最後まで粘
り強くやり遂げ、美術部部長を務め、毎日熱心に作品の
制作活動に励んでおり、ボランティア活動にも積極的に
参加している等、その事績と奉仕の心は高く評価されて
おります。
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羽幌高等学校2年 北翔大学2年

羽幌高等学校3年東海大学付属第四高等学校2年

羽幌中学校2年

羽幌小学校6年羽幌小学校2年


